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（承前）子どもが生まれてから、そう考える
ようになりました。だから緑が多いサン・ジェ
ルマン・アン・レーにきたのです」
夫はサーフィンをする。そんな夫妻に、東京

の暮らしは息苦しくはなかったのだろうか。
「いいえ。家族全員、東京が大好きです。本

当に住みやすかった」
たとえば、パリにいたら海へ行くのに車で３

時間かかるが、東京からは１時間半で千葉や神

奈川の海に行ける。住んでいた麹町の近くには、
靖国神社、新宿御苑、千鳥ケ淵などたくさんの

緑があった。子どもたちが通っていた神楽坂の
学校への通学路には桜並木が続いていて、なん
て美しいんだろうと感激したという。

意外な答えにこちらが驚く。
「原宿や渋谷など、ひとりで街に出ても、な

んの危険もなく歩けるところが娘は大好きだと
言っていました。長男は１４歳ですが、いまだに
ひとりではパリまで行かせられませんから」

日本の暮らしや精神性からも大きな影響を受
けた。台所を大リフォームしたときのテーマは

「モダンと禅」。キュイジニスト（キッチンを専
門に手がける設計デザイナー）と一緒に、もの
が外に出ないシンプルな空間を目指した。その

ため、とりわけ収納にこだわった。
「器はもちろん、冷蔵庫もオーブンも壁面収

納にしています。色味は白とステンレスのメタ
ルカラーで統一。でもそれだけではモダンすぎ
るので、タイの若手アーティストの絵を飾って、

空間を柔らかい印象に中和させました」
広々とした芝の庭には石灯籠がある。引き出

しや扉を開けると、日本の器や箸（はし）、急須、
調理道具が次々と出てくる。フランスのお気に
入りの調理道具を教えてくださいと頼むと、こ

んな答えが返ってきた。

「日本のものじゃだめかしら？ だって日本の

ツールのほうがはるかに気が利いていますよ。

便利で洒落（しゃれ）たものがたくさん売られて

いる合羽橋が大好きでした」

フランス製の水切りカゴは脚がついていて場

所を取るけれども、無印良品のボウルやざるは

重ねやすい。１００円ショップの食器洗いスポン

ジも帰国する時に、何十個と買いだめたという。

「柔らかくて繊細で丈夫。グラス専用など、

ああいう気の利いた製品はフランスにはないで

すね」

広い家に芝生の庭。恵まれた暮らしだが、銀

製やブランド物の食器、高級な家具には興味が

ない。５人家族にしては所有物が少なめだ。

「駐在生活が長かったからでしょうね。明日、

引っ越ししなければ、という日々の連続だった

ので、なるべく持たないようにしているうちに、

ものに固執しなくなりました。２年間開けない

ダンボールがあったら、迷わず人に差し上げた

り処分したりします。屋根裏部屋にものを詰め

込んだら忘れてしまうので、入れません」

客用のダイニングルームには彼女の作った写

真のコラージュが額装されている。リビングの

壁には「ＹＥＳ」というアルファベットのオブジェ

をディスプレー。フランス人はまず「ＮＯ」と言

うきらいがあるので、子どもたちには、まずＹ

ＥＳから考えられる人になって欲しいと思って

作ってもらったそうだ。

「日本の人は、とりあえずハイと言ってそれ

から考えますよね。私はポジティブでとても
いいと思います」 （以下略）

（2014年10月29日掲載）


